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「コロナ」対応に追われる…卒業式等の行事中止 

学生・教職員の健康と安全がすべて！ 

 

 連日の報道のとおり、新型コロナウイルスの蔓延と道知事による「緊急事態宣言」により北海道全

体に混乱が広がっています。公立学校の休校措置に限らず、大学や私立学校にもその影響が広がり、

オープンキャンパスや卒業式、入学式の中止が相次いでいます。 

学生や受験生、教職員の感染予防策の徹底が求められています。各大学の状況に応じて、組合とし

て対策に乗り出す必要があります。この間、酪農学園大と札幌大が要求書を提出し、酪農学園大では

3月 2日に緊急の団体交渉が行われました。 

◆酪農学園大：り患の懸念がある教職員が安心して出勤を見合わせることができるように。また、非

常勤など「非正規」方にも配慮するよう求めたのに対し、現行制度のもと教職員へ周知を図る点で一

致を見たものの、法人は「まずは有給休暇を取得すべし」の主張に固執しました。引き続き交渉を継

続することとしています。また、組合は更に次の点も要求しています。 

【酪農学園職員組合・要求書（3月2日）より】 

２．小中高校の児童・生徒の一斉休業に伴う、保護者としての対応必要な期間への配慮 

新型コロナウイルス感染症対策のための小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における

一斉臨時休業について（3月2日から春休み開始日まで）が2月28日に発せられたことから、 

①保護者としての対応必要な職員に対し、自由に対応日・対応時刻を設定可能なことを決定して 

②対応必要な職員に速やかに通知すること 

３．高齢者、基礎疾患等のある職員および妊娠している職員、および高齢者や基礎疾患などのある
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札幌学院が「特別任用講師」制度廃止の組合要求

に対して「今後、新規採用しない」と明言！ 

≪ 次頁に記事 ≫  
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者への介護が必要な職員への配慮 

現在の報道では高齢者、基礎疾患がある者は重症化しやすいとされている。これに該当する職員

および現在妊娠している職員、ならびにこうした方々を介護・介助する立場にある職員が、 

①自由に対応日・対応時刻を設定可能なことを決定すること。 

②そして、それをそれぞれの職員に速やかに通知すること 

４．在宅勤務（テレワーク）・WEB会議・ネットでの動画配信などの方法について早急に基準を設

けること。また、動物飼育管理、学生・生徒対応、臨床対応など、出勤が前提となる職種に対

し、配慮と対応（たとえば人的採用）を早急に決定し、通知すること。 

５．マスク、除菌用品(除菌シート・エタノール)などの不足や価格高騰を鑑み、業務上での感染防

止のための必要最低限の物品の確保は学園が努めること。これら物品の必要最小限の購入に伴う

職員の生活への影響を考慮して、必要な手当を新設すること。なお学園や職員は、必要以上の物

品購入や物品買い占めなどの行為は厳に慎むべきである。 

６．その他、新型コロナウイルス感染防止に向けた全ての内容について、職員の福利厚生を鑑みこ

れを積極的に決定し、速やかに通知する。 

 

 

◆札幌大：組合は下記の要求書を提出しました。それに対し法人側は「教職員に対して 5通の通知を

別途発出した。」という一片の回答にとどまりました。 

【札幌大学教職員組合・要求書（2月25日）より】 

 

①教職員は、就業規則第３９条の病気休暇の規定に基づき、有給による病気休暇の適用を要求する。 

②臨時職員をはじめとする有期雇用契約の職員には、年次有給休暇の取得により対応すること、も

しくは①に記した病気休暇制度の準用を要求する。 

③感染拡大の予防対策の観点から、上記の①と②について、すみやかに理事長と組合執行委員長に

より全教職員に知らせることを要求する。 

 

今後も大学の情報交換をしながら、その状況と必要性に応じて行政等への要請や統一的な行

動の検討を道私大教連として急ぎます。また、社会的な発信を強化します。 

現場からの要望やご気づいたことなど、是非お寄せください。 

札幌学院大の「特別任用講師」制度の抜本改善（１面続き） 

有期雇用にかかる権利問題が深刻化の一途を辿る中、全国的にも貴重な前進！ 

【札幌学院大学組合ニュース 10 号より抜粋】 

 2 月 25 日（月），全学人事委員会が開催されました。今後 10 年間の各学部における人事計画を策定

すべしとの学長提案が議題でした。この提案のなかで，学長は，2020年 4月 1日以降，特別任用講師

の新規採用は行わない旨を表明し，併せて現存する特別任用講師に対しては，テニュア（終身在職権，

Tenure）制度の創設を 2020年度中に検討する旨，明らかにしました。  

教職員組合は，すでに「基本見解」を発表・理事会に提出し，その中で特別任用講師制度の改善事項

として，以下の 2点を要望していました。 
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(1)優秀な若手教員の獲得と定着の観点から，今後「特別任用講師」の採用を取りやめ，将来的にこの

制度を廃止すること。  

（ 理由 ）  

今日の貧困な高等教育政策の下で，学問分野を問わず，大学教員の社会的養成（大学院の博士課程

における研究者養成）は破綻の危機に瀕している。今後，優秀な教員は身分の不安定な有期契約，差

別的な劣悪給与では採用が困難な時代に入る。  

(2)一方，既存の「特別任用講師」に対しては，正規教員への登用制度（テニュア制度）を創設するこ

と。ただし，この問題は学部教学に係わる事項であり，教学サイドにおける全学的な議論を踏まえ

て，適切な措置を講ずること。 

 これに対しては，常任理事会は組合の要望を取り入れ，特別任用講師の雇用は抜本的に改善される見

通しとなりました（現在，特別任用講師は 7名存在します）。なお，組合が提出している「パートタイ

ム・有期雇用労働法」4月 1日施行に係わる改善事項に対する理事会回答は，3月の常任理事会後に発

表される予定です。 

 

権利事案に関する動向 

札幌大学不当労働行為事件（PARTⅢ） 

●既報のとおり、➀法人 2012年に一方的に破棄通告した労働協約をめぐり、2017年の労働委員

会斡旋合意を経て再締結のための交渉を進めるも不誠実な交渉姿勢を改めない法人側の不当

性。②2018年からの 36協定更新時や、2019年の「労働者過半数代表者」選出手続きに関する

団体交渉の継続中、法人がこれを強行したことによる不当労働行為。③現行定年後の「勤務延

長」任用にかかる給与内規を組合の頭越しに強行したことの不当性。…等について 2018年 12

月以降、北海道労働委員会で審査手続きが進められてきました。 

●2月中に丸 2日間にわたる審問（公開での証人調べ）が開催されました。いずれも、単組役員

の他、道私大教連役員が支援・傍聴。1回目（2月 10日）は組合側から佐藤委員長と高瀬書記

長が証人に立ち、法人側代理人の陰湿な尋問に対しても毅然と立ち向かいました。2 回目（2

月 26 日）は、コロナ騒ぎで物々しい雰囲気の審問室。法人側から柴野事務局長理事、河治常

務理事、武田専門員（役名はいずれも現在）の 3名に対する審問。 

●法人側の河治証人（2 年前に北海道庁から「天下り」）は「専務または常務を置くことができ

る」とした現行寄附行為の役員規定を曲げて同法人で初の「常務」に就きました。専務がいな

がら常務を置く是非についての問いに対し、「人数は規定していないから可」などと詭弁を通

す始末。武田氏証言は右往左往し、全く要領を得ません。いずれの審問でも数々の珍言、迷言

が飛び出す始末。委員席、傍聴席での失笑を買うものでした。 

 

札幌大学・特任教員雇止め撤回訴訟（「あい裁判」上告審） 

●昨年 9 月 24 日の控訴審不当判決後に上告。12 月に上告理由書が提出されていましたが、2 月

14日付で却下が通知されました。最高裁の書面審理手続きとしては異例のスピード却下です。 

●残念ながら 2年にわたる訴訟による争いの終結となり、高裁判決が確定します。 
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苫小牧駒澤大学（雇止め） 

●昨年 8月の 3組合合同の対策会議（単組・道私大教連・苫小牧地区労連）以降、3回目の「京

都育英館」法人への団体交渉開催申入れが遅れていましたが、このほど連名で団交の申入書を

送りました。その間に同法人は、これまで“恩情”で貸与を許してきたとする研究室の退去を

求める通知書を雇い止め教員側へ送りつけるなど嫌がらせに乗り出してきました。 

●また、同法人はこれまで、就業規則や賃金に関する規程を法令通りに労働者が閲覧できないよ

う仕向けていましたが、2 月末に苫小牧労働基準監督署が立入り検査に入り、3 月 4 日に「是

正勧告書」が発せられるなど新たな動きも出ています。 

 

2020春からの学びと交流 

 道私大教連執行部は 2 月 21 日に第 4 回執行委員会を開き、2020 春闘体制の確立へむけて動き出し

ています。その矢先の「新型コロナ」混乱…によって手足を縛られてしまいますが、大学と学生、

教職員の生活と健康を守るために、先ずは力を合わせて現下の困難を克服しましょう！ 

現在、春の「学び」と大学間交流を重視して様々な企画を立てています。これまでに確定している

２点についてご紹介します。今からぜひご予定ください。 

（このほか、新会計基準に基づく私大財政分析の学習会。高等教育研究所では「私大の公立化問題」

の公開研究会の開催を検討しています。確定に至りましたら当ニュースでもお知らせします。） 

 

学習会「本来あるべき教学マネジメントはどういうものか」 

―  4月 24日（金）「教学マネジメント」に関する学習会を開催します － 

会場は札幌学院大学内 ／ 時間は 17:30～ 

講師は光本滋氏（北海道大学） ／ 札幌学院大学組合との共催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次号、3 月下旬に発行予定です。各大学のホットな話題、情報提供をお待ちしています。◆ 

 

第 31 回全国私大教研集会のご案内 
日程 2020 年 8月 29・30・31 日 

会場 岡山就実大学（岡山県岡山市） 
 

記念講演に元文科省事務次官・前川喜平氏登壇決定！ 


